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脂肪肝を伴うNlDDM患者におけるtrogIitazone
（閥oscal⑨）の臨床効果
安静時の骨格筋代謝に及ぼす
局所冷却の効果
（八王子・内分泌代謝科）
○大野　敦，旭　暢照，佐藤知也，植木彬夫
（内科学第三）小林高明，青木由貴子，林　徹
【目的】肥満を伴うNIDDM患者に脂肪肝ならびに
インスリン抵抗性を見出すことは稀でない。そこ
で画像診断上脂肪肝を認める血糖コントロールの
不十分なNIDDM患者において，インスリン抵抗性
改善剤のtroglitazoneを投与し，投与開始前後の
肝胆道系酵素の推移を追跡調査した。
【方法】対象は食事療法単独あるいはスルホニル
ウレア剤（Su）・α一グルコシダーゼ阻害剤（αG
I》で治療中にもかかわらず，朝食前空腹時血糖値
が140㎎／覗以上またはHbA、c7％以上で，かっ
空腹時血中インスリン値が5μU／謡以上のNIDDM
患者のうち，腹部エコーかCTで脂肪肝の所見を
認める8名（男性3名，女性5名，平均年齢64．1
歳，罹病期間9，8年，BMI　26．2｝である。これ
らの患者にtroglitazone　400㎎／日を投与（Suは
併用，αGIは切り替え）し，各症例毎に投与後
6～12ヵ月間のAST，　ALT，　LAP，γ一G
TP，　LDHの平均値を求め，投与前6ヵ月間の
平均値と比較した。さらに投与前と投与後の平均
値について，8症例分の平均を比較検討した。ま
たFPG，　FRA，　HbA、c，　TC，　TG，　HD
L－C，FFAについても同様の検討を行った。
【結果】症例毎の投与前後の平均値を比較すると
，ASTは3例で，　ALTは5例で，　LAPは7
例で，γ一GTPは全例で有意な低下を，　LDH
は4例で有意な上昇を認めた。投与前後の平均値
の8症野分の平均を比較すると，ASTは低下傾
向（P＜0，1｝を，ALT，　LAP，γ一GTPは有意
な低下を，LDHは有意な上昇を示した。投与前
後の血糖コントロール指標の平均値について8症
例分の平均を比較すると，3指標とも有意な低下
を示した。血清脂質データのうち，TC，　TG，
FFAの平均値は低下したが有意ではなかった。
【結諭】troglitazoneは脂肪肝を伴うNIDDM患者
の肝胆道系酵素を改善させることより，血糖のコ
ントロールならびに脂質代謝のみならず脂肪肝に
も有用である可能性がある。
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　【緒言】筋組織を局所的に冷却すると，エネルギー代
謝量が減少し，細胞の保護効果が高まるため，激しい運
動 にアイシングを行なうことは，もはや常識となって
いる．しかし，ヒトを対象に局所冷却を行なった際の筋
内温度とエネルギー代謝の関係を測定し，定1，1熱した研
究は未だみられない．そこで本研究では，安静時の骨格
筋に及ぼす局所冷却の効果について，エネルギー代謝を
主として検討することを目的とした．
【方法】被験者は健康な男性7名を用い，被副筋は右
前腕屈筋群とした．局所冷却負荷は，5－7℃に保たれた
冷水中に右前腕部を30分間浸すこととした．深部温（皮：
下約1．5cm）および表面温の測定には，深部温モニター
（CTM－205；テルモ土製）を使用した．寒冷負荷を行
う前（常温時）と負荷後（冷却時）における安静時の筋
酸素消費量および筋エネルギー代謝を，近赤外分光法
（NIRS）と磁気共鳴分光法（31p－MRS）を1†iいて同時計
測した．上腕に装着した血圧計カブを300mmHg程度に
加圧して，測定部位である前腕を15分間虚［fiL状態とし，
その時の酸素消費量およびクレアチンリン酸（PCr）分
解率を安静時代謝量として評価した．また，無機リン酸
（Pi）とPCrのchemical　shiftから筋内pHを算出した．
【実験成績および考察】常温時の深部温が平均35．O℃，
冷却時の最低値は平均28．4℃であり，その低ド串：は6．6℃
であった（p＜0．001）．筋酸素消費量は，常温時に比べ
冷臨時の方が25．0％低下した（p＜0．05）．常温時では，
動脈血流遮断開始約6分後からPCr濃度が減少し始め
たが，冷却時のPCrは，遮断開始約9分後から徐々に
減少し始めた．またPCr濃度の分解率は，常温時に比
べ冷却時の方が20．4％低下した（p＜0．05），なおpHは，
安静常温時7，03に比べ，冷却時7．llと有意に高値を示
したが（p＜0．001），両条件とも動脈1血流遮断中の変動
は観察されなかった．
　以上の結果から，安静時の骨格筋に及ぼす局所冷却
の効果は，筋のエネルギー代謝量が低ドすることヒ，糾
織がアルカローシスになることの2点であると疹えられ
た．
　【結論】局所深部温の低下（△T＝6．6℃）により，安静
時の骨格筋代謝量は約20－25％低下し，pHはO．08　unit　L
昇した．
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